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発行 がんばれ くぼたみきの会
9月1日は「防災の日」です。国内のさまざまな災害から学び、自治体の備えや一人

ひとりの考え方も変わってきました。今、想定外の事態はないと、大規模災害に備え

ることが必要です。

葉山町での災害時の要配慮者、避難行動要支援者の個別計画は策定まで進んでいま

せん。防災と福祉との連携が重要となり、先進事例では介護事業所など民間とも連携

して個別計画策定や福祉避難所の確保を行なっています。課題も山積みで、なかなか

進まない事業ですが生命を守るためにも後回しにはできません。今後も早期に策定す

るよう町に求めていきます。

地球温暖化が進む中で異常気象は全国各地で発生しており、葉山町でも豪雨災害に

備え体制強化・対策が必要です。ハザードマップを手に取り危険箇所の把握や災害状

況に合わせた避難ルートの模索、在宅避難の判断材料への活用で風水害へ事前に備え

ることができます。更新された土砂災害ハザードマップが９月に各戸に配布されます

が、コロナ禍で町内会･自治会での防災訓練は中々実施できず、急な災害に対応できる

か心配です。

町は学校施設や町内会館等、避難所での良

好な生活環境に向けた整備を進めていますが、

災害の対応状況・情報は常に変わっていきま

す。私たちもアンテナを張り、必要な災害対

応の更新を求めるなど災害に備えましょう。

皆さまのご意見、ご要望をお待ちしています。

連絡先 葉山町堀内2100-124 875-7126 （阿部）

災害に強いまちづくりを
町議会議員 くぼた みき

感染力の強い変異ウイルス「デルタ株」のまん延で、コロナウイルス感染

が世代を超えて拡大し病床はひっ迫、いまや日本は災害レベルの状況です。

緊急事態宣言下で強行された東京五輪が、国民への誤ったメッセ―ジとな

り、人出の増加を促し感染拡大を招いたと言わざるを得ません。無観客と言

いながらパラリンピックでは、一部自治体で学校観戦が実施されるなど、感

染拡大下でやるべき事だったでしょうか？

メディアは開会式から連日五輪報道であふれ、金メダルに大はしゃぎ。深

刻度を増すコロナ感染の現実とのギャップは大きく、「このまま続けていい

のか」という姿勢は見られませんでした。相次ぐ不祥事による関係者の辞任

や大量の弁当廃棄など、五輪に関する負の問題の追求も不十分です。

その後、突然の菅首相の辞任で、報道は五輪から自民党総裁選に一転。

9月8日、安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合は自公政権を

倒し、新しい政権の実現を目指す「衆議院総選挙における野党共通政策提言」

を発表。社民党・日本共産党・立憲民主党・れいわ新選組の4党が合意し野党

共闘の土台が実現しました。

感染を拡大させ医療体制を異常事態に追いこんだのは、長年の新自由主義

政策と無索な政治・菅自公政権の責任です。

科学的計画的にコロナ対策を進め、命と暮らしを優先する政治に変えるに

は、秋の選挙で、やるべきことをやらず国民を不幸にする現政権に退場して

もらうしかありません。市民が野党の背中を押して共同で新しい道を開拓し

ていきましょう！

政治を変える一票を ！

65歳以上の対象者の85.6％の方が2回目の接種を終えています。

全体の接種状況は、9月6日より対象年齢を12歳以上拡大し、対象者の57.1％が1回目

の接種を終了、50％の方が2回目の接種予約を受け付けている状況です。

学校教職員の接種希望者は、２回目の接種が終了し新学期を迎えています。保育士、

幼稚園教諭は、個人予約になりますが優先的に接種できる状況です。

葉山町のワクチンチン接種状況(6月12日現在）

葉山町防災ガイド各種




